
特性別の死傷事故発生箇所

○対策箇所は、死傷事故率等の定量的データのみで評価するのではなく、各箇所の事故要因を分析し、委員会で対策箇所を選定する。
○事故要因の分析は、事故類型別、当事者別、昼夜別などの視点を入れて実施する。

第２回委員会（平成１８年１月３１日）

二輪車

自転車 高齢者

① 死傷事故の地域特性を把握し、対策箇所候補を選定

第１回委員会での議事概要

死傷事故件数のワースト
５市町村

人口10万人当たりの二輪
車死傷事故件数

③ 対策箇所候補の選定 （1）総量抑制を図るため、死傷事故率の高い箇所を選定

（2）事故特性を踏まえ選定

道路利用者の意見・実感を踏まえアンケートの実施 （・ポスター・チラシによる周知・対策箇所周辺住民へアンケート調査等）

第３回委員会（平成１８年３月予定）

● 対策箇所の対策案の立案、 対策内容確認

人口１0万人当たりの自転
車死傷事故件数

人口10万人当たりの65歳
以上死傷事故件数

②対策箇所候補毎に、道路構造、事故類型、昼夜別、当事者別、年齢別の関係を分析

緊急に対策すべき箇所、かつ
短期・中期対策が可能な箇所より対策箇所を選定

総量抑制

着眼点
・総量抑制
・二輪車
・自転車
・高齢者

１．全体概要



２．安全性向上要対策箇所候補選定方針
安全性向上の着眼点 要対策箇所候補の選定方針

■神奈川県の交通事故状況

・死傷事故率全国１位

・死傷事故件数全国３位

■高齢者

・県内の65歳以上の人口・死傷事故件数

（２当）は増加傾向

・あんしん歩行エリアの指定数は全国２位

・歩行者の死傷事故件数の割合は、全国

平均(8.2%)に比べ高い(12.5%)。（２当）

総量削減が必要

■神奈川県の特性 ■着眼点

■二輪車

・二輪車の保有台数は全国２位

・二輪車での通勤は全国平均より高い

・二輪車の死傷事故件数の割合は、全国

平均(14.1%)に比べ高い(24.0%)。（２当）

・二輪車の死亡事故件数の割合は、全国

平均（8.0%）に比べ高い（14.4%）。(１当)

二輪車事故

削減が必要

■自転車

・県内の自転車保有台数は全国２位

・あんしん歩行エリアの指定数は全国２位

・自転車の死傷事故件数の割合は、全国

平均(17.2%)に比べ高い(18.5%)。（２当）

自転車事故

削減が必要

高齢者（歩行者）

事故削減が必要

■基本方針

●着眼点を考慮し、神奈川県の事故特性等を踏まえ要対策箇所候補

を選定。

★抽出１ 直轄区間・直轄区間外 総合評価

●抽出1-1

○死傷事故率比7.0以上の箇所選定 評価年度H12～H15

●抽出1-2 死傷事故率比7.0未満の箇所を総合評価

○二輪車・自転車・高齢者事故ワースト10箇所 評価年度H12～H15

○事故危険箇所 評価年度H 8～H11

○あんしん歩行エリアの箇所 評価年度H11～H13

○県警ワースト100の箇所（総量削減） 評価年度H16

→上記項目３箇所以上該当箇所より抽出

●抽出1-3

○事故件数が多く、道路管理者が着目している箇所

■要対策箇所候補の選定

上記の抽出条件より、緊急に対策すべき箇所、かつ短期・中期

対策が可能な箇所より選定

★抽出２ 神奈川県の事故特性（総量・二輪車・自転車・高齢者）の２項目

に該当した市町村より選定 評価年度H12～H15

★除外条件

●死傷事故が少ない箇所。(8件／4年間)

●対策実施済みや対策後の経過観察箇所

●用地買収を含む等の抜本的な対策が必要な箇所等（長期対策）



３．安全性向上要対策箇所候補選定(1)
★抽出１ 直轄区間・直轄区間外 総合評価 箇所選定

＜直轄＞

＜直轄外＞

※１ 死傷事故件数とは、車両等の交通によって起こされた事故で、人の死亡又は負傷を伴う事故の件数。
※２ 死傷事故率（件／億台キロ）とは、１万台の車が１万ｋｍ走行した場合に起こる死傷事故件数。
※３ 死傷事故率比とは、当該交差点の死傷事故率を神奈川県の交差点の平均死傷事故率「137.7」で除した値。

●抽出条件1-1(死傷事故率比7.0以上) 、抽出条件1-2(死傷事故率比7.0未満総合評価)

●抽出条件1-3(死傷事故件数が多く、道路管理者着目箇所)

※選定理由：東林間入口交差点は、死傷事故率比は低いものの、死傷事故件数が多く、８万(台/日)弱の交通量が通過する当該交差点

の事故発生時は、交通渋滞による損失が大きいことから要対策箇所候補として選定。



３．安全性向上要対策箇所候補選定(2)
★抽出２ 神奈川県の地域特性（総量・二輪車・自転車・高齢者）の２項目該当市町村より選定

（抽出１の未抽出市町村より選定）

■厚木市(人口10万人当たりの二輪車および自転車死傷事故件数） ■箱根町(人口10万人当たりの二輪車および

除外条件に該当
（全ての交差点が、死傷事故が少ない箇所に
該当(8件／4年間)）

■抽出１で選定された箇所と神奈川県の事故特性の関係

選定候補箇所の
ない厚木市、
箱根町に着目

：抽出１で選定された直轄箇所

：抽出１で選定された直轄外箇所

※死傷事故率上位の箇所と、二輪車・自転車事故、他指標より総合評価。

厚木市

相模原市

平塚市

箱根町

高齢者死傷事故件数）



３．安全性向上要対策箇所候補選定(3)
★要対策箇所

要対策箇所 位置図

青字は平成17年度施工、赤字は平成18年度施工
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